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『
図
書
編
』

の
書
誌
学
的
考
察

矢

羽

野

隆

男
L

序

章
演
の
『
図
書
編
』
は
、
明
代
史
研
究
に
有
用
な
史
料
を
提
供
す
る
畳
一
回
と
し
て
評
価
さ
れ
、
ま
た
同
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
王
折
の

『
一
ニ
才
図
会
』
と
並
ん
で
多
く
の
図
を
収
録
す
る
特
色
あ
る
類
書
と
し
て
注
目
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
『
図
書
編
』
自
体
に
対
す
る

研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
私
は
こ
の
特
異
な
『
図
書
編
』
の
研
究
を
行
う
に
当
た
り
、
ま
ず
、
そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
、

そ
の
編
纂
刊
行
の
経
緯
及
び
版
本
の
書
誌
学
的
な
事
項
を
考
察
す
る
。

章
演
の
学
問
と
『
図
書
編
』
の
編
纂
と

章
F
R
(嘉
靖
六
年
・
一
五
二
七

1
万
暦
三
六
年
・
一
六

O
八
)
、
字
は
本
清
、
号
は
斗
津
あ
る
い
は
聴
君
と
い
う
。
江
西
南
昌
の
人
。

『
明
儒
学
案
』
は
章
演
を
「
江
右
王
門
」
に
配
し
、
そ
の
学
派
の
特
徴
を
概
括
し
て
「
挑
江
の
学

惟
だ
江
右

其
の
伝
を
得
た
り
と

15 

為
す
の
み
。

(
中
略
)
是
の
時
、
越
中
に
流
弊
錯
出
し
、
師
説
を
扶
み
以
て
学
者
の
口
を
社
ぐ
。
而
し
て
江
右
独
り
能
く
之
を
破
る
。
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陽
明
の
道
頼
り
て
以
て
墜
ち
ず
。
蓋
し
陽
明
一
生
の
精
神
倶
に
江
右
に
在
り
。
亦
た
其
の
感
応
の
理
、
宜
な
り
」

(
巻
一
六
「
江
右
玉

門
学
案
」
序
)
と
述
べ
、
江
右
玉
門
学
派
が
玉
学
の
正
統
・
右
派
の
中
心
で
、
新
江
王
学
左
派
の
良
知
現
成
説
の
流
弊
に
批
判
を
加
え

た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
章
漬
個
人
の
学
聞
に
つ
い
て
は
「
止
修
を
論
ず
れ
ば
李
見
羅
に
近
く
、
帰
寂
を
論
ず
れ
ば
轟
双
江
に

近
し
」
(
『
明
儒
学
案
』
巻
二
四
)
と
評
す
る
が
如
く
、

「
止
修
」
を
学
の
宗
旨
と
し
た
正
統
派
の
李
材
(
号
は
見
羅
)
と
「
帰
寂
」
を

唱
え
た
右
派
の
講
豹
(
号
は
双
江
〉
と
に
通
ず
る
性
質
を
具
え
て
い
た
。

〈

わ

さ

ら

章
演
は
こ
の
よ
う
な
学
問
傾
向
か
ら
「
孔
子
の
塙
塙
と
し
て
尚
う
可
か
ら
ざ
る
は
、
以
て
濯
い
以
て
思
慕
し
て
後
に
此
れ
有
る
な
り
。

〔
近
頃
の
学
者
は
〕
乃
ち
還
に
衆
人
見
在
の
習
心
の
未
だ
嘗
て
暴
濯
せ
ざ
る
者
を
以
て
、
強
い
て
同
じ
く
し
て
聖
の
位
に
立
瞬
せ
し
め

ん
と
す
る
は
、
吾
れ
の
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」

〈
向
上
「
章
本
清
論
学
書
」
)
と
「
暴
」

「
濯
」
を
経
、
ざ
る
あ
り
の
ま
ま
の
心
を
聖

原
始
』

人
と
同
じ
と
見
る
左
派
の
良
知
現
成
説
を
否
定
し
て
い
る
。
彼
は
博
く
四
書
五
経
を
攻
究
し
、

『
論
孟
約
言
』
等
を
著
し
た
。
ま
た
講
友
と
の
講
学
会
を
重
視
し
、
隆
慶
二
年
(
一
五
六
八
・

『
周
易
象
義
』

『
学
詩
原
体
』

『
書
経

『
春
秋
測
義
』

『
学
礼
節
記
』

章
潰
四
二
歳
)
講
学
の
場
と
し
て
南
昌
の
会
域
内
に
此
洗
堂
を
構
え
、
ま
た
し
ば
し
ば
他
所
へ
出
向
き
講
友
と
会
し
た
。
繁
萌
な
読
書

窮
理
や
講
友
と
の
切
躍
を
不
要
と
し
、
あ
る
が
ま
ま
が
完
全
な
良
知
と
し
た
左
派
を
否
定
し
た
の
は
、
江
右
の
学
風
と
章
演
の
学
問
の

性
質
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
四
書
五
経
に
止
ま
ら
ぬ
博
い
読
書
窮
理
が
類
書
『
図
書
編
』
を
生
ん
だ
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
〈
図
象
の
類
書
〉
と
言
え
る
『
図
書
編
』
は
、
章
演
の
易
学
研
究
と
無
関
係
に
論
ず
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

編
』
が
宋
代
易
学
の
一
派
(
図
書
学
派
)
以
来
の
思
惟
を
根
底
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
れ
日

『
図
書

「
章
斗
津
先
生
年
譜
」

(
以
下
「
年
譜
」

と
略
記
)
に
拠
れ
ば
、
嘉
靖
三
八
年
(
一
五
五
九
・
章
潰
三
三
歳
)
の
条
に
「
始
め
て
『
易
』
を
学
ぶ
」
と
し
、
万
麿
四
年
(
一
五
七

六
・
章
演
五

O
歳
)
の
条
に
「
『
易
経
象
義
』
成
る
」
と
、
彼
の
易
学
の
一
つ
の
成
果
で
あ
る
『
局
易
象
義
』
〈
『
易
経
象
義
』
)
を
完
成



し
た
と
す
る
。

『
図
書
編
』
が
こ
れ
と
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
理
解
で
き
よ
う
。
た
だ
『
図
書
編
』
の
成
立

時
期
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。

「
年
譜
」
に
拠
れ
ば
、
嘉
靖
四
一
年
(
一
五
六
一
・
章
演
三
六
歳
)
の
条
に
「
始
め
て
『
図
書
編
』
を
輯
ず
」
と
そ
の
編
纂
の
開
始

時
期
を
明
記
す
る
が
、
そ
の
成
立
時
期
は
明
記
し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
(
以
下
『
総
目
提
要
』
と
略
記
)

が
次
の
よ
う
に
考
察
す
る
。
「
其
の
門
人
万
尚
マ
~
恐
ら
く
「
烈
」
脱
字
)
が
前
序
に
称
す
ら
く
、
是
の
編
は
嘉
靖
壬
成
(
四
一
年
)
に

肇
ま
り
、
万
舵
了
丑
(
五
年
・
一
五
七
七
)
に
成
る
と
。
演
の
年
譜
を
考
う
る
に
乃
ち
称
す
ら
く
、
万
歴
五
年
丁
丑
『
論
世
編
』
成
る

『図書編』の書誌学的考察

と
。
又
た
称
す
ら
く
、
万
歴
十
三
年
乙
酉
(
一
五
八
五
)

名
は
『
論
世
編
』
、
後
に
乃
ち
此
の
名
を
改
む
」

『
図
書
編
』
を
出
し
て
部
元
錫
の
『
函
史
』
と
相
証
す
と
。
然
ら
ぽ
則
ち
初

(
巻
一
一
一
一
六
・
子
部
・
類
書
類
一
一
)
す
な
わ
ち
、
門
人
万
尚
烈
の
序
に
万
暦
五
年
に

『
図
書
編
』
が
完
成
し
た
と
あ
り
、
ま
た
「
年
譜
」
に
万
暦
一
一
一
一
年
に
章
演
が
『
図
書
編
』
を
出
し
て
、
議
友
部
元
錫
の
『
函
史
』
と

証
明
し
合
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
図
書
編
』
は
万
暦
五
年
に
は
既
に
完
成
し
、

「
年
譜
」
の
万
暦
五
年
の
条
に
「
『
論
世
編
』
成

る
」
と
あ
る
『
論
世
編
』
は
『
図
書
編
』
の
初
名
で
あ
り
、
後
に
(
遅
く
と
も
万
暦
一
一
一
一
年
迄
に
は
)
改
名
さ
れ
た
と
す
る
。
後
述
の

よ
う
に
、
万
尚
烈
は
万
暦
五
年
以
前
か
ら
章
演
に
学
び
、
か
っ
『
図
書
編
』
の
刊
行
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
序
の
記
載

は
信
頼
で
き
よ
う
。
ま
た
『
図
書
編
』
は
、

「
国
家
実
用
に
祷
有
り
」

(
「
図
書
編
自
叙
」
)
と
す
る
『
通
典
』

『
文
献
通
考
』

『
大
学

街
義
補
』
の
系
統
を
受
け
継
ぐ
類
纂
の
書
と
し
て
章
演
自
ら
が
位
置
付
け
、
明
末
の
経
世
致
用
の
思
潮
に
も
通
じ
る
編
纂
意
図
か
ら
成

立
し
た
著
作
で
も
あ
る
か
ら
、
初
名
を
『
論
世
編
』
と
称
し
た
の
も
理
解
で
き
る
。
よ
っ
て
『
総
目
提
要
』
に
従
っ
て
、

『
図
書
編
』

の
一
応
の
成
立
時
期
を
万
暦
五
年
と
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

17 

も
っ
と
も
そ
の
後
も
補
訂
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
「
図
書
編
』
補
訂
の
下
限
に
関
す
る
先
行
の
諸
説
を
検
討
す
る
。
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① 

王
重
民
『
中
国
益
同
本
書
提
要
』

(
上
海
古
籍
出
版
社
・
一
九
八
三
年
・
三
八
二
頁
〉
は
、

『
総
目
提
要
』
の
説
を
紹
介
し
た
う

〉えで、

『
図
書
編
』
の
「
地
理
編
」
に
万
暦
八
年
(
一
五
八

O
)
に
成
っ
た
王
宗
載
の
『
四
夷
館
考
』
を
収
録
し
、
更
に
巻
二
九
に
所

収
の
「
輿
地
山
海
全
図
」
は
万
暦
二
三
年
(
一
五
九
五
)
に
利
馬
賓
の
世
界
図
が
南
昌
で
刊
行
さ
れ
た
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

補
訂
は
章
演
の
没
し
た
万
暦
三
六
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
と
す
る
。

② 

『
明
代
名
人
伝
』

(
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
版
・
一
九
七
六
年
・
上
巻
八
四
頁
)
は
、
『
図
書
編
』
所
収
の
世
界
図
(
「
輿
地
山
海

全
図
」
)
に
は
、

マ
テ
オ

-
p
y
チ
が
一
六

O
二
年
以
後
の
地
図
か
ら
削
去
し
た
北
米
大
陸
を
横
断
す
る
北
西
航
路
が
見
え
る
他
、
リ

y

チ
の
一
五
八
四
年
の
世
界
図
原
本
の
特
徴
と
思
わ
れ
る
北
極
と
南
極
と
を
中
心
と
し
た
こ
種
の
天
頂
投
影
図
(
「
輿
地
図
上
」
「
輿
地

図
下
」
)
を
収
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
章
演
は
一
五
八
四
年
の
世
界
図
原
本
を
収
め
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

③ 

鮎
沢
信
太
郎
「
月
令
広
義
所
載
の
山
海
輿
地
図
と
其
の
系
統
」
(
『
東
洋
地
理
思
想
史
研
究
』
所
載
・
日
本
大
学
第
三
普
通
部
・

昭
和
一
五
年
・
六
六
頁
)
は
、
『
図
書
編
』
所
載
の
世
界
図
は
其
の
図
説
に
よ
り
、
万
暦
一
一
一

O
年

三

六

O
二
)
序
刊
の
『
月
令
広
義
』

所
載
の
利
氏
世
界
図
に
系
統
を
ひ
く
も
の
か
と
推
測
す
る
が
、
利
氏
世
界
図
は
数
種
類
あ
っ
て
現
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
も
あ

る
の
で
断
定
は
で
き
な
い
と
す
る
。

④ 

海
野
一
隆
「
『
広
輿
図
』
の
反
響
」

(
『
大
阪
大
学
教
養
部
研
究
集
録
(
人
文
・
社
会
科
学
)
』
第
二
三
輯
・
昭
和
五

O
年
発
行

-
一
三
頁
)
は
「
巻
首
の
万
尚
烈
の
序
お
よ
び
章
演
の
年
譜
は
、
共
に
本
書
が
万
暦
五
年
(
一
五
七
七
)
に
完
成
し
た
こ
と
を
記
す
が
、

万
暦
一

O
年
に
来
華
し
た
マ
テ
オ
・
リ
y

チ
の
世
界
図
を
載
せ
る
か
ら
、
章
演
の
没
し
た
万
暦
一
ニ
六
年
三
六

O
八
〉
ま
で
は
勿
論
、

門
λ
万
尚
烈
の
序
文
年
紀
の
万
暦
四
一
年
(
一
六
一
一
一
一
)
ま
で
は
補
訂
が
続
け
ら
れ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
」
と
す
る
。

以
上
の
説
は
『
図
書
編
』
成
立
の
下
限
を
マ
テ
オ

-
p
y
チ
の
世
界
図
と
の
関
係
か
ら
考
察
あ
る
い
は
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
し



か
し
、
①
は
「
万
潜
二
三
年
に
利
馬
賓
の
地
図
が
南
日
間
で
刊
行
さ
れ
た
」
と
す
る
が
、

「
〔
万
暦
二
三
年
〕
南
昌
に
在
っ
た
利
氏
が
建

安
王
に
地
図
を
贈
呈
し
た
こ
と
や
又
其
れ
に
類
す
る
話
が
彼
の
手
記
に
見
え
る
さ
う
で
あ
る
が
、
板
木
に
彫
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
」

(
鮎
沢
氏
前
掲
書
所
収
「
利
馬
賓
の
世
界
地
図
に
就
い
て
」
三
五
j
三
六
頁
)
と
あ
り
、
章
演
が
万
暦
二

三
年
に
南
昌
で
刊
行
さ
れ
た
利
氏
世
界
図
を
見
た
こ
と
は
確
実
で
は
な
い
。
②
・
⑤
に
関
し
て
も
、
③
が
述
べ
る
よ
う
な
理
由
の
た
め
、

利
氏
と
世
界
図
と
の
関
係
で
確
実
な
下
限
を
求
め
る
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
④
が
、
万
暦
一

O
年
来
華
の
リ
ッ
チ
の
世
界
図
を
載

せ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
章
演
の
死
後
万
暦
四
一
年
に
ま
で
補
訂
の
下
限
を
引
き
下
げ
る
根
拠
は
未
詳
で
あ
る
。
門
人
万
尚
烈
の
序
文

『図書編』の書誌学的考察

に
は
彼
自
身
が
補
訂
を
行
っ
た
こ
と
は
見
え
ず
、
ま
た
彼
は
師
の
書
『
図
書
編
』
を
周
敦
顕
の
『
通
室
亘
や
部
濯
の
『
皇
極
経
世
書
』

に
匹
敵
す
る
書
と
し
て
絶
対
視
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
補
訂
の
下
限
は
確
定
し
難
い
。
た
だ
『
四
夷
館
考
』

利
氏
世
界
図
の
補
訂
以
外
に
も
、
例
え
ば
、
議
友
の
王
之
士

(
字
は
欲
立
、
号
は
秦
関
)
が
携
え
て
来
た
「
丹
書
図
」
(
「
年
譜
」
万
暦
一
六
年
(
一
五
八
八
)
の
条
)
を
見
た
章
演
が
感
激
し
、
王

之
土
に
よ
っ
て
賀
さ
れ
た
旨
を
記
し
て
『
図
書
編
』
巻
一

O
に
そ
れ
を
収
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
機
会
あ
る
毎
に
補
訂
し
た
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
万
尚
烈
の
「
刻
章
聴
君
先
生
図
書
編
巧
叙
」

り
と
謂
う
。
余
の
師
章
鴨
君
先
生
『
図
書
編
』
の
謂
な
り
」
と
言
う
の
に
拠
れ
ば
、
章
演
の
最
晩
年
ま
で
補
訂
が
続
け
ら
れ
た
一
生

(
以
下
「
巧
叙
」
と
略
記
)
に
「
昔
人

平
生
の
精
力
量
く
此
の
書
に
在

の
著
述
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
隠
当
で
あ
ろ
う
。

『
図
書
編
』
の
刊
行

19 

『
図
書
編
』
の
刊
行
は
章
演
の
生
前
か
ら
何
度
か
計
画
さ
れ
た
。
万
暦
五
年
に
『
図
書
編
』
が
一
応
の
完
成
を
見
て
間
も
な
く
、
江
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西
巡
撫
の
劉
斯
潔
(
{
子
は
葉
山
。
万
暦
六
年
・
一
五
七
八

1
万
暦
七
年
在
任
)
が
そ
の
刻
を
命
じ
た
が
、
郡
の
財
政
縮
小
の
為
に
実
現

し
な
か
っ
た
。
次
い
で
南
昌
知
府
の
活
沫
(
字
は
瞬
陽
。
万
暦
二
ニ
年
・
一
五
八
五

1
万
暦
一
八
年
・
一
五
九

O
在
任
〉
等
が
刻
書
を

請
け
合
っ
た
が
、
予
算
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
捌
輯
す
る
と
と
が
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
章
演
の
「
其
の
醐
す
る
よ
り
は
寧
ろ
之
れ
を

挨
た
ん
」
と
の
意
志
に
従
っ
て
、
こ
れ
も
刻
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
万
暦
三
一
年
三
六

O
三
)
か
ら
翌
年
に
か
け

て
総
憲
の
温
一
斎
が
燕
市
の
出
版
業
者
に
原
稿
を
渡
す
に
至
っ
た
が
、
間
も
な
く
彼
が
任
を
解
か
れ
た
為
に
計
画
は
中
止
さ
れ
た
。

刊
行
計
画
が
中
止
さ
れ
る
中
、
門
人
万
尚
烈
(
字
は
思
文
)

丁
此
召
(
字
は
右
成
)
は
刊
行
を
計
画
し
た
。

「
年
譜
」
に
拠
れ
ぽ
、

万
尚
烈
は
隆
慶
元
年
(
一
五
六
七
)
始
め
て
章
演
の
講
学
会
に
参
加
し
、

『
図
書
編
』
が
一
応
完
成
し
た
万
暦
五
年
に
丁
此
召
と
共
に

章
潰
に
師
事
し
た
。
彼
ら
は
師
の
大
著
が
刊
行
さ
れ
ず
に
埋
も
れ
る
の
を
看
過
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
そ
の
計
画
も
進
ま
ぬ
う
ち
に
、

万
暦
一
二
三
年
三
六

O
三
〉
丁
此
召
は
世
を
去
る
。
万
尚
烈
は
『
図
書
編
』
の
刊
行
は
師
と
学
友
へ
の
責
務
で
あ
る
と
誓
っ
た
。

万
尚
烈
が
福
建
都
武
府
の
同
知
に
在
任
中
(
万
暦
三
四
年
・
一
六

O
六
1
万
暦
四

O
年
・
一
六
一
一
一
在
任
)
の
万
暦
三
六
年
三
六

O
八
)
章
潰
は
『
図
書
編
』
の
刊
行
を
見
ぬ
ま
ま
八
二
歳
の
生
涯
を
終
え
る
。
師
の
死
に
よ
っ
て
万
尚
烈
が
刊
行
の
遅
れ
た
自
責
の
念

と
早
期
刊
行
の
誓
い
を
強
く
し
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
彼
は
郁
武
府
同
知
と
し
て
在
任
中
の
俸
禄
を
専
ら
刊
行
の
費
用
に
充
て
た
。

そ
の
後
、
刑
部
郎
に
昇
っ
て
京
師
に
移
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
更
に
一
年
遅
れ
た
が
、
万
暦
四
一
年
(
一
六
二
二
)
兵
部
尚
書
の
徐
宗
溶

(
字
は
鏡
源
)

-
部
陵
令
の
張
舜
典
(
字
は
心
虞
)

-
門
人
在
汝
鳳
(
字
は
鳴
瑞
)
ら
の
資
金
援
助
も
得
て
、
遂
に
完
成
さ
せ
た
。
万

尚
烈
「
巧
紋
」
は
「
是
の
編
の
布
き
難
き
こ
と

誠
に
大
異
な
る
か
な
」
と
刻
が
成
る
ま
で
の
多
難
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
刊
行
に
当

た
っ
て
、
万
尚
烈
は
「
敢
え
て
大
方
(
有
名
な
)
の
識
者
の
藻
を
摘
き
て
之
れ
が
叙
を
為
ら
ん
こ
と
を
巧
う
」
て
「
万
暦
葵
丑
(
四
一

年
)
二
月
既
望
」
付
け
の
「
刻
章
蒋
君
先
生
図
書
編
巧
叙
」
と
題
す
る
序
文
を
付
し
た
。



そ
の
後
、
万
尚
烈
は
貴
州
平
越
の
知
府
に
左
遷
さ
れ
た
が
暫
く
し
て
退
休
を
乞
い
、
故
郷
の
江
西
新
建
県
へ
帰
り
門
を
閉
ざ
し
て
学

に
努
め
た
。
そ
し
て
天
啓
三
年
(
一
六
二
一
二
)
彼
は
応
天
府
(
南
京
)
に
於
て
兵
部
侍
郎
の
任
に
在
っ
た
岳
元
声
(
字
は
之
初
、
号
は

潜
初
子
)
に
序
を
乞
い
、

「
〔
万
氏
の
〕
師
説
を
守
り
君
子
宏
侯
つ
の
苦
心
に
感
じ
」
(
岳
氏
序
)
た
岳
一
万
戸
が
「
天
啓
葵
亥
(
三
年
)

中
秋
」
付
け
の
序
文
雄
一
寸
を
付
し
た
も
の
が
刊
行
さ
れ
た
。

以
上
は
万
尚
烈
の
尽
力
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
と
は
無
関
係
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
有
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
南
昌
県
志
』

(
中
華
民
国
二
四
年
刊
本
)
巻
六
・
序
二
に
朱

(
乾
隆
一
六
年
刊
本
)
巻
六
二
・
芸
文
・
序
中
お
よ
び
『
南
昌
文
徴
』

『図書編』の書誌学的考察

朗
容
の
「
図
書
編
序
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

『
江
西
志
』

(
康
照
五
九
年
刊
本
)
巻
七

0
・
人
物
所
収
の
伝
に
拠
れ
ば
、
朱
明
容
、

字
は
太
虚
、
南
昌
の
人
、
天
啓
の
進
士
。
李
白
成
の
京
師
侵
入
に
遭
い
、
清
朝
に
入
っ
て
以
後
は
礼
部
侍
郎
と
な
っ
て
尚
書
の
事
を
署

し
た
が
、
間
も
な
く
官
を
去
り
、

八
七
歳
に
て
没
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
章
演
と
同
郷
の
、
明
末
清
初
に
生
き
た
人
物
で
あ

る
。
そ
の
序
に
「
今
、
其
の
(
章
演
の
)
孫
某
某
、
是
の
室
田
(
『
図
書
編
』
)
を
刻
し
以
て
世
に
行
い
、
余
に
文
を
為
り
以
て
之
れ
に

序
す
る
を
乞
う
。
余
辞
さ
ず
し
て
之
れ
が
文
を
為
る
」
と
あ
り
、
章
演
の
孫
が
『
図
書
編
』
を
刻
し
た
際
に
朱
拐
容
に
序
を
乞
う
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
序
は
日
付
を
欠
く
た
め
に
、

い
つ
頃
に
刻
が
成
っ
た
か
正
確
な
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
明
末
清
初
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
朱
明
容
序
を
付
し
た
本
は
管
見
の
と
こ
ろ
諸
白
録
に
見
え
ず
所
在
が
明
ら
か
で
は
な
い
。

版
本
に
つ
い
て

『
図
書
編
』
に
は
以
下
の
版
本
が
あ
る
。

21 

①
万
暦
葵
丑
(
四
一
年
)
序
刊
本
(
以
上
「
万
暦
序
刊
本
」
と
略
記
)

0

万
尚
烈
が
万
暦
四
一
年
に
刊
行
し
た
本
で
あ
る
。
首
巻
に
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以
下
を
収
む
o

A
「
刻
章
蒋
君
先
生
図
書
編
一
句
叙
」
(
序
末
に
「
万
暦
笑
丑
二
月
既
望
新
建
門
人
万
尚
烈
書
於
西
部
白
雲
楼
」
と
記
す
)
、

D
「
章
斗
津

先
生
年
譜
」
(
第
二
行
に
「
門
人
丘
日
敬
万
尚
烈
周
誠
学
男
自
省
編
」
と
記
す
)
、

E
「
図
書
編
採
輯
考
証
書
目
」
、

F
「
図
書
一
編
目
前
。

B
「
図
書
編
自
叙
」

(
序
末
に
「
南
昌
後
学
章
演
本
清
甫
」
と
記
す
。

「
図
書
編
原
」
を
附
す
〉
、

C
「
図
書
編
凡
例
」
、

本
文
は
、
大
一
二
・
九
×
一
四
・
四
糎
。
四
周
単
辺
。
有
界
。
毎
半
葉
一

O
行
。
行
二
二
字
。
版
心
「
図
書
編
(
巻
数
)

(
葉
数
)
」
。

無
魚
尾
。
巻
頭
に
「
図
書
編
巻
之
ご
と
あ
り
、
第
二
行
に
「
南
昌
後
学
章
漬
本
清
甫
編
」
と
あ
る
(
巻
二
以
下
も
同
じ
)
。

巻

七
の
末
に
「
是
役
也
、
郡
陵
令
張
難
山
助
質
拾
両
、
先
生
門
人
在
鳴
陽
助
賀
伍
拾
両
、
張
議
舜
典
字
心
虞
陳
西
鳳
朔
人
、
在
韓
汝
鳳
字

鳴
瑞
徽
州
裁
県
人
、
金
陵
孫
良
富
刊
督
」
の
木
記
が
有
る
。
巻
尾
に
以
下
を
付
録
す
る
。

G

「
章
斗
津
先
生
行
状
」

亥
(
一
ニ
九
年
・
二
ハ
一
一
)
中
秋
書
於
間
昭
武
清
政
堂
」
と
記
す
)
、

H
「
此
洗
堂
記
」

(
末
に
「
万
暦
卒

(
末
に
「
万
暦
己
酉
歳
(
三
七
年
・
二
八

O

九
)
秋
七
月
之
吉
岡
邑
教
下
友
人
朱
試
謹
撰
」
と
記
す
)

こ
こ
で

A
i
H
の
必
要
な
も
の
に
関
し
て
略
述
す
る
。

A
は
万
尚
烈
が
刊
行
に
際
し
て
『
図
書
編
』
編
纂
刊
行
の
経
緯
を
記
し
、
識

者
の
序
文
を
乞
う
た
も
の
。

B
は
章
演
の
自
序
で
『
図
書
編
』
編
纂
の
意
図
を
記
し
、
そ
れ
に
付
さ
れ
た
「
図
書
編
原
」
は
『
図
書
編
』

の
構
成
の
原
理
を
記
し
た
も
の
。

D
は
丘
日
敬
・
万
尚
烈
・
周
誠
学
ら
門
人
お
よ
び
長
子
の
自
省
の
編
ん
だ
年
譜
。
万
暦
突
丑
の
記
事

で
終
わ
っ
て
お
り
、
刊
行
時
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

E
は
編
纂
考
証
に
用
い
ら
れ
た
こ
一
五
種
の
文
献
の
一
覧
。

G
は
章
演
没
後

三
年
の
万
暦
一
一
一
九
年
に
章
漬
門
人
及
び
自
省
に
嘱
さ
れ
て
福
建
都
武
府
間
知
と
し
て
在
任
中
の
万
尚
烈
が
記
し
た
行
状
。

H
は
章
演
の

死
没
の
翌
年
万
暦
三
七
年
に
自
省
に
乞
わ
れ
た
章
演
の
友
人
朱
試
(
字
は
以
功
)
が
、
此
洗
堂
に
於
け
る
章
演
の
学
聞
を
略
述
し
て
門

人
が
師
思
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
示
し
た
文
章
。
こ
れ
は
G
に
「
先
生
没
す
る
に
及
び
、
友
人
朱
以
功

又
た
其
の
堂
(
此
洗
堂
)
に
即

き
て
之
れ
が
記
を
為
る
。

(
中
略
)
困
り
て
併
せ
て
左
に
刻
し
志
を
忘
れ
ず
と
し
か
云
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
G
に
付
刻
さ
れ
、



『
図
書
編
』
刊
行
時
に
G
と
共
に
付
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
天
啓
葵
亥
(
一
二
年
)
序
刊
本
(
以
下
「
天
啓
序
刊
本
」
と
略
記
)
。
天
啓
一
二
年
に
万
尚
烈
が
岳
元
声
に
序
を
乞
い
、
そ
の
岳
氏
序

を
付
し
た
も
の
で
、
次
の
二
種
、
が
あ
る
。

(
イ
)
首
巻
に
以
下
を
収
む
。

a
「
図
書
編
叙
」

(
第
二
行
に
「
柴
昨
岳
元
声
述
」
、
序
末
に
「
天
啓
英
亥
中
秋
士
口
旦
書
」
と
記
す
〉
、

b

「
図
書
編
家
蔵
記
」

〈
末
に
「
潜
初
子
識
」
と
記
す
)
、

c
「
図
書
編
自
叙
」

(
「
図
書
編
原
」
を
付
す
)
、

d

「
図
書
編
凡
例
」
、

e 

「
章
聴
君
先
生
図
書
編
求
序
始
末
引
」
(
末
に
「
万
暦
葵
丑
二
月
既
望
新
建
門
人
万
尚
烈
書
於
西
部
白
雲
楼
」
と
記
す
)
、

f

「
図
書
編

『図書編』の書誌学的考察

g
「
図
書
編
目
録
」
。
本
文
の
版
式
は
万
暦
序
刊
本
と
同
じ
。
但
し
巻
頭
第
一
一
行
に
「
潜
初
子
岳
元
芦
訂

南
昌
後

採
輯
考
証
書
白
」
、

学
章
漬
木
清
甫
編
」
と
あ
る
(
巻
二
以
下
も
同
じ
)
。
巻
尾
に
「
行
状
」

「
此
洗
堂
記
」
を
付
録
せ
ず
。

首
巻
の

c
・
d
-
f
-
g
は
万
暦
序
刊
本
に
付
す
も
の
と
同
じ
版
を
用
い
る
。

a
は
岳
元
声
の
序
o
b
は
主
と
し
て
天
啓
三
年
に
至

る
迄
の
『
図
書
編
』
刊
行
の
経
緯
を
記
し
た
文
章
。

e
は
万
暦
序
刊
本
の

A
の
字
句
を
一
部
改
め
て
新
た
に
刻
し
た
も
の
。
本
文
は
、

字
体
・
匡
郭
の
欠
損
の
様
子
か
ら
万
暦
序
刊
本
と
同
じ
版
を
用
い
、

た
だ
毎
巻
第
一
葉
第
二
行
の
「
潜
初
子
岳
元
声
訂
」
の
み
を
様
刻

し
た
も
の
と
見
え
る
。
す
な
わ
ち
万
暦
序
刊
本
の
後
修
本
で
あ
る
。

(
ロ
)
見
返
に
「
潜
初
先
生
手
絹
/
図
書
編
/
忠
武
堂
蔵
板
」
と
あ
る
。
首
巻
は
天
啓
序
刊
本
(
イ
)
と
同
じ
。
本
文
は
万
暦
序
刊

本

(
イ
)
の
版
式
と
同
じ
。
但
し
巻
頭
第
一
行
に
「
南
昌
後
学
章
漬
本
清
甫
編
」
と
あ
り
、
第
二
行
に
「
潜
初
子
岳
一
万
声
訂

後
"，.ら

寸一

男
岳
演
重
較
」
と
あ
る
(
巻
二
以
下
は
(
イ
)
と
同
じ
)
。
巻
尾
に
「
行
状
」

「
此
洗
堂
記
」
を
付
録
せ
ず
。

本
文
は
、
字
体
・
匡
郭
の
欠
損
の
様
子
か
ら
、

(
イ
)
と
同
様
に
万
暦
序
刊
本
の
後
修
本
。
ま
た
(
イ
)
と
比
較
し
て
、
巻
頭
第
二
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行
「
南
昌
後
学
章
演
本
清
甫
編
」
を
第
一
行
へ
移
し
、
第
二
行
に
「
後
学
男
岳
演
重
較
」
を
巌
刻
し
た
よ
う
に
見
え
、

(
イ
)
の
一
部
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を
改
め
た
も
の
。
要
す
る
に
、
万
暦
序
刊
本
の
後
修
本
が
天
啓
序
刊
本
(
イ
)
で
、
更
に
そ
の
後
修
本
が
天
啓
序
刊
本
(
ロ
)
と
な
る
。

こ
れ
が
い
つ
刊
行
さ
れ
た
か
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』

(
前
出
)
に
拠
れ
ば
「
按
ず
る
に
原
印

本
に
「
後
学
男
岳
潰
重
較
」
の
一
行
無
し
。
此
の
行
は
当
に
山
田
市
禎
の
間
の
刷
印
の
時
に
鼠
入
す
る
者
と
為
す
べ
し
」
と
、
崇
禎
年
間
の

刊
行
と
す
る
。
ま
た
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
に
は
こ
れ
を
「
清
再
修
」
と
す
る
。
刊
行
が
清
代
に
係
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
避

詳
が
厳
格
に
な
っ
た
康
開
帝
以
後
の
誇
を
避
け
て
お
ら
ず
、
天
啓
三
年
以
後
、
崇
禎
年
間
、
遅
く
と
も
康
照
ま
で
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

③
朱
明
容
序
刊
本
(
未
見
〉
。
前
述
の
よ
う
に
明
末
清
初
に
朱
明
容
の
序
を
付
し
た
本
が
刊
行
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
所
在
未
詳
。

④
四
庫
全
書
本
。
万
暦
序
刊
本
・
天
啓
序
刊
本
が
首
巻
に
収
め
た
序
な
ど
全
て
無
し
。
巻
尾
に
「
章
斗
津
先
生
行
状
」
を
付
録
す
る
。

こ
れ
が
ど
の
本
を
底
本
と
し
た
か
は
、
『
総
目
提
要
』
は
「
河
南
巡
撫
採
進
本
」
と
す
る
の
み
で
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
『
総

目
提
要
』
に
「
其
門
人
万
尚
前
序
称
、
是
編
肇
於
嘉
靖
壬
戊
、
成
於
万
歴
丁
丑
」
と
『
図
書
編
』
編
纂
の
始
末
を
万
尚
烈
の
「
前
序
」

に
拠
っ
て
述
べ
る
。
天
啓
序
刊
本
に
も
万
尚
烈
が
同
じ
内
容
を
記
し
た
「
章
聴
君
先
生
図
書
編
求
序
始
末
引
」
が
収
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
「
前
序
」
と
は
称
し
難
い
。
ま
た
天
啓
序
刊
本
に
は
そ
の
前
に
編
纂
の
始
末
を
記
し
た
岳
元
声
の
「
図
書
編
家
蔵
記
」
が
あ
り
、

天
啓
序
刊
本
が
底
本
な
ら
ば
岳
民
の
「
家
蔵
記
」
を
引
い
て
も
よ
い
訳
で
、
敢
え
て
「
求
序
始
末
引
」
を
引
用
す
る
必
然
性
に
欠
く
。

よ
っ
て
万
暦
序
刊
本
を
底
本
と
し
た
と
推
測
で
き
る
。

『
図
書
編
』
は
「
群
経
諸
史
壁
び
稗
官
の
紀
載
を
博
釆
し
、
天
文
地
理
礼

楽
刑
政
等
の
門
に
分
か
ち
、
類
を
以
て
晶
果
次
す
。
其
の
大
な
る
者
を
識
る
と
謂
う
可
し
」

つ
ま
り
「
前
序
」
と
は
万
暦
序
刊
本
所
収
の
万
尚
烈
の
「
巧
叙
」
で
あ
り
、

と
こ
ろ
で
四
庫
館
が
各
地
か
ら
遺
書
を
採
集
し
た
際
に
、

(
『
斯
江
採
集
遺
書
総
録
』
己
集
・
儒
家
類
)

と
さ
れ
、

ま
た
『
総
目
提
要
』
に
『
三
才
図
会
』
と
比
較
し
て
「
〔
『
コ
一
才
図
会
』
は
〕

〔
章
〕
演
の
古
今
を
引
拠
し
本
末
を
詳
販
す
る

に
及
ば
ず
」
と
さ
れ
、

「
採
掠
繁
富
、
条
理
分
明
、
浩
博
の
中
に
其
の
精
粋
を
取
る
。
博
物
の
資
・
経
世
の
用
に
於
て
も
亦
た
未
だ
嘗



て
百
一
の
稗
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
さ
れ
高
く
評
価
さ
れ
た
。

だ
が
そ
の
一
方
で
、
清
朝
の
忌
韓
に
触
れ
る
書
と
し
て
禁
書
の
扱
い
を
受
け
た
。
そ
の
原
因
は
「
辺
事
を
論
じ
多
く
違
擬
有
り
」

(
国
学
基
本
叢
書
『
禁
書
総
目
』
補
遺
二
)
、

「
巻
四
十
三
の
内
に
忌
誇
有
り
。
応
に
蝦
す
ベ
し
」

一
六
所
収
「
内
閣

(
『
書
目
類
編
』

大
庫
書
棺
旧
日
補
」
補
目
四
、
応
錯
般
書
籍
総
橋
、
続
弁
第
五
次
応
願
書
)
と
言
う
よ
う
に
、
辺
防
と
り
わ
け
北
辺
の
防
衛
を
論
じ
た

巻
四
三
に
在
っ
た
。
よ
っ
て
四
庫
全
書
本
は
違
擬
部
分
の
剛
除
あ
る
い
は
字
句
の
改
変
が
有
り
、
本
来
の
内
容
の
ま
ま
で
は
な
い
。

た
だ
、
類
書
は
類
纂
の
書
で
全
体
が
一
貫
し
た
主
張
を
為
す
も
の
で
は
な
い
の
で
違
擬
箇
所
を
抽
慨
す
る
だ
け
で
よ
い
と
の
違
擬
書

『図書編』の書誌学的考察

取
締
り
規
準
が
有
っ
た
た
め
に
全
般
を
免
れ
た
。
し
か
し
禁
書
の
扱
い
を
受
け
た
こ
と
で
流
布
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

最
後
に
今
後
の
『
図
書
編
』
研
究
の
便
を
考
え
て
最
近
刊
行
さ
れ
た
普
及
本
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

⑤
万
謄
四
一
年
刊
本
影
印
本
〈
成
文
出
版
社
・
中
華
民
国
六

O
年
〉
。
首
巻
に
「
刻
章
聴
君
先
生
図
書
編
巧
叙
」

「
図
書
編
自
叙
」

(
「
図
書
編
原
」
を
付
す
)

「
図
書
編
凡
例
」

「
章
斗
津
先
生
年
譜
」

「
図
書
一
編
採
輯
書
目
」

「
図
書
編
目
録
」
を
収
め
、
前
述
の
万

暦
序
刊
本
の
影
印
。
し
か
し
本
文
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
の
「
図
書
編
巻
之
こ
に
続
け
て
「
南
昌
後
学
章
演
本
清
甫
編
」
、
第
二
行
に

「
潜
初
子
岳
一
万
声
訂

「
此
洗
堂
記
」
を
付
録
せ
ず
、
天
啓
序
刊
本
〈
ロ
〉
の

後
学
男
岳
漬
重
較
」
と
あ
り
、
ま
た
巻
尾
に
「
行
状
」

影
印
で
あ
る
。
扉
一
に
「
拠
明
章
潰
編
岳
元
声
訂
明
万
暦
四
十
一
年
刊
本
影
印
」
と
あ
る
が
、
前
述
の
『
図
書
編
』
刊
行
の
経
緯
か
ら
考

え
で
も
、
岳
氏
の
訂
を
経
た
も
の
が
万
暦
序
刊
本
で
あ
る
は
ず
が
な
く
、
本
文
は
天
啓
序
刊
本
の
影
印
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑥
『
影
印
四
庫
全
書
珍
本
』
五
集
所
収
本
(
台
湾
商
務
印
書
館
発
行
・
中
華
民
国
六
十
三
年
〉

町
な
お
『
四
庫
全
書
』
の
影
印
本
か
ら
類
書
関
係
を
収
録
し
た
『
四
庫
類
書
叢
刊
』
所
収
本
(
上
海
古
籍
出
版
社
発
行
・
一
九
九
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ニ
)
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
『
四
庫
全
書
』
文
淵
閤
本
の
影
印
で
、
首
に
書
前
提
要
を
、
巻
尾
に
「
章
斗
津
先
生
行
状
」
を
付
す
。
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結

以
上
『
図
書
編
』
編
纂
刊
行
の
経
緯
及
び
版
本
調
査
の
結
果
を
述
べ
た
。
今
後
は
こ
れ
を
踏
ん
で
、

『
図
書
編
』
構
成
の
特
徴
、

八
図
象
の
類
書
〉
成
立
の
理
由
等
『
図
書
編
』
自
体
の
問
題
、
そ
し
て
そ
れ
を
生
ん
だ
章
演
の
学
問
や
明
末
の
思
潮
と
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

注
(

1

)

 

(

2

)

 

(

3

)

 

(

4

)

 

(

5

)

 

章
演
の
伝
記
は
「
章
斗
津
先
生
年
譜
」
「
章
斗
津
先
生
行
状
」
に
詳
し
い
。

豆
血
子
』
膝
文
公
篇
上
「
他
日
、
子
夏
・
子
張
・
子
税
、
以
有
若
似
聖
人
、
欲
以
所
事
孔
子
事
之
、
彊
曽
子
。
曽
子
日
、

秋
陽
以
暴
之
、
山
崎
縞
乎
不
可
尚
己
」
を
踏
む
。

『
明
史
』
に
『
詩
経
原
体
』
『
春
秋
鶏
義
』
『
礼
記
街
善
一
一
一
同
』
『
論
語
約
一
冨
』
と
あ
る
が
、
今
「
行
状
」
記
載
の
雲
南
名
に
従
う
。

易
学
と
『
図
書
編
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
『
中
国
研
究
集
刊
』
(
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
編
輯
〉
列
号
に
発
表
予
定
。

書
前
提
要
に
は
こ
の
記
述
が
な
い
。
書
前
提
要
と
『
総
目
提
要
』
と
に
つ
い
て
は
、
郭
伯
恭
『
四
庫
全
書
纂
修
考
』
第
一
一
章
・
二
「
総

目
提
要
与
原
書
提
要
之
繁
簡
」
ハ
台
湾
商
務
印
書
館
・
中
華
民
国
五
六
年
〉
参
照
。

朱
烹
は
、
司
馬
光
〈
一

O
一
九

1
一
O
八
六
)
の
『
資
治
通
鐙
』
進
書
表
(
一

O
八
四
)
の
一
言
葉
「
巨
之
精
力
、
尽
於
此
書
」
を
踏
み
、

自
身
が
死
の
直
前
ま
で
そ
の
注
釈
を
補
訂
し
た
と
い
う
『
大
学
』
に
つ
い
て
「
温
公
作
『
通
鑑
』
善
一
口
『
臣
平
生
精
力
、
尽
在
比
書
』
。
某

於
『
大
学
』
亦
然
」
(
『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
)
と
言
う
。

万
暦
序
刊
本
の

A
i
F
、
天
啓
序
刊
本

a
i
g
の
順
序
は
本
に
よ
っ
て
異
な
る
。
今
、

A
i
F
を
京
大
人
文
研
所
蔵
本
一
、

a
i
g
を
内

閣
文
庫
所
蔵
本
一
ニ
ハ
付
記
参
照
)
の
順
序
に
従
っ
て
記
す
。

『
論
語
』
子
張
篇
に
「
文
武
之
道
、
未
墜
於
地
、
在
人
。
賢
者
識
其
大
者
、
不
賢
者
識
其
小
者
」
と
あ
り
、

な
事
で
は
な
く
重
大
な
も
の
を
知
っ
て
い
る
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

『
江
漢
以
濯
之
、

(

6

)

 

(

7

)

 

(

8

)

 

「
識
其
大
者
」
と
は
、
現
末



〔
付
記
〕
版
本
に
つ
い
て
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
内
閣
文
庫
・
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
諸
本
を
調
査
し
た
。
以

下
各
機
関
の
漢
籍
分
類
目
録
の
記
載
を
略
記
し
、
そ
れ
が
本
論
考
の
ど
の
版
本
に
該
当
す
る
か
示
す
。
〔
京
大
人
文
研
〕
一
、
万
暦
四
一
年
新
建
万

尚
烈
等
刊
本
|
|
万
暦
序
刊
本
。
二
、
天
啓
三
年
序
刊
本
1
i
天
啓
序
刊
本
(
ロ
)
。
〔
東
大
東
文
研
〕
一
、
万
暦
四
一
年
新
建
万
尚
烈
等
刊
本
|

万
暦
序
刊
本
。
(
『
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録
』
に
は
「
天
楼
三
年
序
金
陵
孫
氏
刊
本
、
忠
武
堂
蔵
板
」
な
る
本
が
見
え
る
が
、
実

見
で
き
ず
〉
。
〔
内
閣
文
庫
〕
一
、
明
刊
本
!
!
万
暦
序
刊
本
。
二
、
一
と
同
版
本
i
i
万
暦
序
刊
本
。
一
二
、
一
と
同
版
本
(
無
年
譜
・
清
修
)
|
-

天
啓
序
刊
本
(
イ
)
。
四
、
一
と
同
版
本
(
無
年
譜
・
清
再
修
)

l

l

天
啓
序
刊
本
(
ロ
)

0

〔
蓬
左
文
庫
〕
万
暦
四
一
年
徐
鏡
源
等
刊
、
天
啓
三
年

岳
一
万
声
印
本
|
i
天
啓
序
刊
本
ハ
イ
〉
。

『図書編』の書誌学的考察

(
四
天
王
寺
田
際
仏
教
大
学
専
任
講
師
)
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